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は し が き
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研 究 成 果

1.はじめに

社会基盤整備に必要不可欠な建設用基礎資材である石灰石や砕石は､国内で自給で

きる数少ない鉱産資源である｡そのほとんどは露天採掘により採取されており､国内

生産量は年間5億 tonを上回っている｡現在､国内には約 2,500箇所の露天採掘場が

存在するが､これらの多くにおいては生活地域との近接化等によって､種々の環境問

題が派生してきている｡特に近年では､自然保護や環境保全に対する社会的関心の高

まりや､環境関連法規制の強化等を背景として､採掘場の拡大や新規開発が大幅に制

限される傾向にあり､近い将来､石灰石や砕石の安定供給が困難化することが懸念さ

れている｡環境保全的な観点からすれば､露天採掘は､森林伐採､表土除去､岩盤露

出､地形改変といた自然破壊行為であり､その規模の大小に関わらず周囲の環境に及

ぼす影響は少なくない｡なかでも採掘後に岩盤が露出し裸地化した跡地が周囲の自然

景観と著しく不調和となったり､尾根部にまで及ぶ採掘が地形までをも改変して､見

るものに自然破壊のイメージを強烈に与えるため､景観上問題となっている場合が多

い｡そのため開発に先立って行われる環境アセスメントにおいても､採掘跡地の景観

工学的検討が重要な課題となってきている｡

露天採掘場の景観評価を行 う場合に最も基本的な事項は､採掘場がどこから見えど

こから見えないか､すなわち可視不可視領域を判別することである｡研究代表者は以

前に､ ｢数値地図50mメッシュ (標高)｣を用いて数値地形モデルを作成し､視点と

採掘場を結ぶ直線 (視軸)がメッシュ標高モデルにより作られる地表面と交わらない

場合には可視､交わる場合には不可視とする判別法を確立した｡また､地表上に存在

する樹木や構造物等によって採掘場が隠れて見えない領域を不可視域として判定する

方法も確立した｡しかし､このなかで改良しなければならない課題がいくつかあった｡

第 1の課題は､現状における採掘場の可視領域を求める際に､現在の採掘範囲を正確

にモデリングすることである｡露天採掘場の切羽は開発計画図通りに展開されていな

い場合が多く､また経時的に拡大していくため､現状把握が必要である｡そこで本研

究では､GPS(GlobalPositioningSystem:汎地球測位システム)と地上型 3次元レ

ーザスキャナーを併用した測量システムを導入することによって､採掘場の形状情報

をリアルタイムでデータ収集することを可能にした｡また､第2の課題は､これまで

地図画像やランドサット可視画像を用いて目視作業で行ってきた､地表上に存在する

樹木や構造物等の景観遮蔽物の分布状況およびその高さデータの取得を自動化するこ

とである｡この点に関しては､高解像度衛星ASTERによるリモー トセンシングデー

タを利用した｡ASTERは､広いスペクトル商域と高いスペクトル分解能を有してお

り､地形の詳しいマッピングや植生分布状況の把握が可能である｡これらの課題を克
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服することによって､露天採掘場の可視領域の判別作業を飛躍的に短縮し､判別制度

を向上することができた｡

一方､可視領域と判断された地域内においても､採掘場の見え方によって景観的な

影響度の度合が異なる｡採掘場の景観評価を規定する主な要因としては､視点から採

掘場までの距離 (視距離)､採掘場を見上げる角度 (仰角)および採掘場の見えの高

さが重要である｡そこで､露天採掘場の景観評価において重要性が高い視距離､仰角

などの景観規定要因をGIS(GeographicInformationSystem:地理情報システム)

のアップ演算機能を用いて解析することによって､景観重要度の予測を行うことを可

能にした｡さらに､GISによる景観重要度予測が､実際に人間が評価する結果と一致

するかを検証するために､現地撮影した画像を用いて景観評価実験した結果との整合

性を検証した｡

-4-



2.GIS(地理情報システム)と高解像度衛星データの概要

2.1 GISの概要

2.1.1 GIS(地理情報システム)の定義

地理情報システム (GIS:GeographiclnformationSystem)とは､地理情報の取

得､保存､検索､分析､表示などをコンピュータで系統的に処理するシステム､ある

いはソフトウェアを意味する｡少なくとも､地理情報の中で空間に関する計量 (距離

や面積など)や位相 (点､線､面の境界関係など)の情報を扱 うことを要件とし､統

計解析システムのように地理情報を扱っても空間と切 り離されるものは GISとは呼

ばない｡したがって､地理情報をどういうモデルで表現するのかがGISの基本テーマ

となってくる｡

2.1.2 GISのシステム機能

GISが持つシステムの機能は以下の3つに大きく区分できる｡

① データベース機能 :地理情報を総合的かつ効率的に蓄積･管理する｡

② 視覚化機能 :地理情報を利用目的に応じてわかり易く表示する｡

③ 空間解析機能 :地理情報の検索､分析 ･解析を効率的に行 う｡

2.2使用ソフトウェアおよび使用データ

ここでは､GISによる可視領域予測のために本研究で使用したソフトウェアと使用

データについて説明する｡

GISソフトウェアとしては､ESRI社のArcGIS8.1.2を使用した｡

使用データは､標高デジタルデータとして､国土地理院刊行の ｢数値地図 50m メ

ッシュ(標高)｣を使用した｡地形上の景観遮蔽物の分布を知る手段としては､リモー

トセンシングデータの利用が挙げられる｡リモー トセンシングデータは人工衛星を使

用して､地表面の土地利用をスペクトルによって抽出し､物体ごとに異なるスペクト

ル特性を利用して地物を識別しようとする間接的調査技術である｡これまで本研究室

での研究において､景観遮蔽物の抽出には写真化学社発行の ｢ランド撮図東北編｣を

使用してきたが､本研究では資源･環境観測解析センター発行の高解像度衛星データで

あるASTERデータを使用した｡これまで衛星データを研究に利用するには､時間と

費用を必要としてきたが､ASTERデータはWeb上で研究対象地周辺のデータを検索

して簡単に購入できる｡また､IJAND SAT/TMデータなどに比べて低価格であるため､

研究に利用しやすいものとなっている｡このようなことを考慮し､本研究では､高解

像度衛星データとしてASTERデータを景観遮蔽物の抽出に使用した｡また､景観遮

蔽物の分布の確認には国土地理院刊行の ｢数値地図 25000(地図画像)｣を使用し､

可視領域図の下地には写真化学社発行の ｢ランド撮図東北編｣を使用した｡また､環

境省の植生自然度調査によって得られた植生自然度を､景観遮蔽物の抽出を補助する
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役割で使用した｡

以下に､本研究で使用したソフトウェアおよびデータについて､説明する｡

■ ArcGIS8.1.2

ArcGISは､ESRI社が開発した高機能搭載のGISソフトウェアである｡ArcGIS

は､シングルユーザによる小規模な解析プロジェクトから､組織内のマルチユーザに

よる大規模エンタープライズGISプロジェクトまで､規模や難易度に関わらず､いか

なるGIS業務に対応可能なGISソフトウェアである｡GISによる作業は､ArcCatalog､

ArcMap､およびArcToolboxの3つのArcGISデスクトップアプリケーションを使

用して行われる｡

ArcCatalogは､保有する空間データ､データベースの設計を管理し､メタデータ

を記録したり､表示するためのアプリケーションである｡ ArcMapは､あらゆるマッ

プ作成および編集処理と､マップベースの解析に使用される｡ ArcToolboxは､デー

タの交換と空間解析に使用される｡

■ 数値地図50mメッシュ (標高)

｢数値地図 50m メッシュ (標高)｣ (以下､標高データ)は基本図数値情報の成

果を刊行したものである｡1/25,000地形図を縦横 200等分した合計 40,000メッシュ

(サイズは地上約 50m方眼)の中心標高を10cm単位で記録してある｡ただし､海域

は-999.9m となっている｡全国を 3枚の CD･ROM に分割して収められており､

1/200,000地勢図の範囲に含まれる1/25,000地形図が収められているム

サイズは地上約 50m方眼としているが､メッシュの 1辺が正確な長さであるとい

うわけではない｡地形図は緯軽度を基に区切られているため､図郭は正確に正方形で

はなく､また北海道と沖縄では図郭 1面の大きさがかなり異なる｡従って､地形図を

n等分したメッシュは正確な正方形はなく､また大きさも地域に去って異なってくる｡

地形を表現する方法として 1/25,000地形図の等高線が用いられている｡等高線は人

間が目で見たときに地形を把握するには優れた地形表現ではあるが､計算機で処理す

るためには､地形図上で格子状の等間隔の点における標高値の方が利用しやすいため､

このようなラスター形式の地形表現法(標高デジタルデータ､DEM:DigitalElevation

Model)を採用して､MEMデータとなっている｡

1 数値地図25,000(地図画像)

｢数値地図25,000(地図画像)｣ (以下､地図画像)は国土地理院発行の1/25,000

地形図を1図案づつ画像データとして0.1mmピッチで数値化した画像データである｡

画像は､一般的な画像フォーマット形式であるTIFF形式データで収められている.1

枚のCD-ROM には､1/200,000地勢図の範囲に含まれる1/25,000地形図約 64面分が

収められている｡
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図面にはそれぞれのコー ドが割り当てられていて､1/200,000地勢図には 1次メッ

シュコー ドが割り当てられていている｡さらに1/25,000地形図64枚には2次メッシ

ュコー ドが割 り当てられている｡

地形図は 1/25,000地形図が緯経度を基に区切られているため､図郭は正確に正方形

ではなく､また北海道と沖縄では図郭 1面の大きさがかなり異なって作成されている｡

■ ランド撮図東北編

写真化学社が発行している ｢ランド撮図｣は地球観測衛星ランドサットの衛星画像

をベースに宇宙から見たありのままの日本列島をマルチメディアの技術で紹介してい

く立体的な地図帳である｡この衛星画像は､地球観測衛星ランドサットが 700km の

高度から幅 185kmで撮影した画像 (解像度 30m)を合成したものを使用している｡

同一パスロウで､雲､雪等の除去のために1990年から1995年までの複数の観測日を

使用して作成されている｡ ｢ランド撮図｣は一般的に衛星画像をマルチに楽しむため

のものである｡

■ 高解像度衛星データ (ASTERデータ)

ASTER仏dvancedSpaceborneThermalEmissionandReflectionRadiometer)と

は､可視から熱赤外領域までに 14バンドを有する高性能光学センサで､′地球科学の

様々な分野において活用することができる画像データを取得している0ASTER は､

EOS計画の衛星の1つであるTerraに搭載され､1999年に米国カリフォルニア州の

Vandenberg空軍基地から打ち上げられた.ASTERの目的は､地表面およびその近

傍におけるローカルおよびリージョナルなスケールの現象の理解を深めることに貢献

することである｡具体的な目的を以下に示す｡

(1)地表の地形 ･地質の詳しいマッピングを通じて地殻表層の地質現象や地史-の

研究を推進すること (資源探査等の応用分野-の貢献も含む)

(2)植生の分布状況やその変化を把握すること

(3)地表面温度分布等の把握から地表面と大気の相互作用の理解を深めること

(4)火山噴火のモニタリングを通じて火山ガスの大気中-の放出の影響を評価

すること

(5)雲のタイプ分けや大気中のエアロゾルの特性把握に貢献すること

(6)サンゴ礁のタイプ分けやそのグローバルな分布の把握を通じて炭素循環におけ

るサンゴ礁の役割の明確化に貢献すること

本研究は､NASAのEOS計画の目的(2)に関連するものであり､地表上の景観遮蔽

物の抽出に大きな効果を示すと考えられる｡

■ 植生自然慶
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植生自然度とは､人間の開発行為によって自然がどの程度改変されているかを植生

の状況によって分類し､客観的に国土の自然環境の現況を表すものである｡植生自然

度は 1-10の 10段階で表され､数値が大きいほど自然が改変されていないことを示

している｡植生自然度の区分内容を表2.1に示す｡

表2.1 植生自然度の区分

植生自然度 区分内容

1 市衝地.造成地等

2 農耕地(水田.畑)

3 農耕地(樹園地)

4 二次草原(背の低い草原)

5 二次草原(背の高い草原)

6 植林地

7 二次林

8 二次林(自然林に近いもの)

9 自然林

本研究では､植生自然度を含めた情報を植生分布として扱った｡特に､植生分布の

属性データである集落群落名を景観遮蔽物の分類に使用した｡

2.3 GISデータについて

地理情報は対象の空間の位置や形状､広がりを表す空間情報とそれ以外の性質や内

容を表す属性情報に分けられる｡空間情報はベクトルデータとラスターデータの2種

類に分類されたものを図2.1に示す｡特に空間情報の代表的な表現モデルとして､ベ

クトルデータとラスターデータがある｡

震

｢司
建物 :名称 用途

土地 :土地利用 所有者

道路 :名称 幅員 交通量
樹木 :種類 樹齢 樹高

上下水道 :管径 埋設年月
日(地理情報)

｣空間情報 丁

ベクトル形式による表現
(点､線分､領域)

ラスター形式による表現
(メッシュ)

図2.1 地理情報の表現
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2.3.1 ベクトルデータ

多くの地図では地物の位置が ｢点 (ポイント)｣､道路ネットワークや河川､水路

などが ｢線 (ライン)｣､また､行政界や海岸線などは ｢領域 (ポリゴン)｣で描か

れている｡こうした幾何要素をそのまま空間表現として取り入れたものをベクトルデ

ータという｡図2.2に示すように属性情報はこれらの ｢点｣や ｢線｣そして ｢領域｣

に付与される｡

ベクトルデータは座標値と必要なパラメータに基づく計算によって図形を描くこと

ができるため､拡大･縮小を行ってもそれに応じた計算に基づいて描画するため､｢シ

ャギー (ぎざぎざ)｣や ｢つぶれ｣といった問題は起こらず､スムーズな画像が得ら

れる｡また､地図と属性情報の統合利用というGISの本質的な機能を果たす地図部分

には､通常ベクトルデータが使用される｡

ArcViewではこれらのベクトルデータを総称してシェープファイルと呼ぶ｡

●上下水道 (線分)l il隻 /a路 領̀域)
∫

ノ ● 建物 (領域)

図2.2 ベクトルデータによる表現

2.3.2 ラスターデータ

図2.3に示すように空間に規則的にグリッドに分割し､各々のメッシュにその地点

の唇性情報を与えることで地理空間を表現するデータである｡距離解析や近隣解析､

可視領域解析､各種オーバーレイ解析などの様々なラスターGIS機能を使用すること

ができる｡

ArcViewではラスターデータをグリッドと呼ぶ｡ArcViewでは､最初からラスタ

ーデータを作成して解析を行 うことができないので､メッシュに相当する位置にベク

トルデータを作成した後にラスターデータに変換する作業が必要である｡グリッドデ

ータは高さ､濃度､大きさ (標高､汚染､騒音など)を表現するのに適している｡
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図2.3 ラスターデータによる表現

2.3.3 イメージデータ

イメージデータは各メッシュに属性を持たせないデータで､画像のメッシュ1つに

カラーの情報を持たせただけのラスターデータである｡スキャナで取り込んだ紙の地

形図や航空写真､その他の写真などのイメージデータはGISにおける地図や関連情報

の表現をより豊かにするために使われる｡メッシュにより構成されているが､1メッ

シュが実世界にすると､どの程度の距離に相当しているかを考慮し､メッシュと平面

座標を対応させなければならない｡

2.4 高解像度衛星データの概要

高解像度衛星データは､地表面の反射強度を前もって決められた波長帯ごとに観測

し､数値情報として記録されたデータである.また､一般に波長帯のことをBand(バ

ンド)と呼ぶ｡ASTERデータは高解像度衛星データの1つであり､可視から熱赤外

領域までの 14バンドを有する高性能光学センサーによって得られたデータある｡

2.5 ASTERセンサー

ASTERの光学センサーは､以下に示す3つである｡

①可視近赤外放射計 (VM R)

可視波長から近赤外波長までの地表の太陽反射光を検出して画像を作成する高性

能､高分解能の光学センサー

地表分解能 15m
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表2.2 Bandト3の波長域

圃2.4 VNIRの外観

②短波長赤外放射計 (SWIR)

1.6-2.43JJm の短波長赤外波長域における､地表からの太陽反射光を検出する高

分解能､多バンドの光学センサー

地表分解能 30m

伽 nd4 Ⅰ1.600-1.700〟m】
帆 は 145-2.185〟m】

表2.3 Band4-9の波長域

図2.5 SWIRの外観

③熱赤外放射計 (TIR)

波長域が8-12〃皿の地球からの熱赤外放射を5バンドで高精度に観測する光学

センサー｡大気､地表面､海面状態の観測を主な目的としている｡

地表分解能 90m

表2.4 Band10-14の波長域
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図2.6 TIRの外観

本研究では､地表分解能 (解像度)と植物の反射強度 (0.7-0.9〃m)を考慮して

可視近赤外放射計 (VNIR)が検出したBandl､Band2､Band3を使用してカラー

合成画像を作成した｡植物の反射強度を考慮した理由は､景観遮蔽物となる物体の大

部分は樹林と判断したからである｡

2.6 カラー合成画像の作成

研究対象地付近のASTERデータを購入し､AdobePhotoshopを用いて景観遮蔽物

抽出のためのカラー合成画像を作成した｡しかし､HDF形式であるASTERデータは

Photoshopではそのまま扱えないため､BSQ対応の汎用プログラムに変換する必要が

ある｡ここでは､ASTERデータの購入後､ASTERDataOpenerを用いてBSQ対応

の汎用プログラムに変換し､Photoshopでカラー合成するまでの手順を大きく3つに

分けて説明する｡

①ASTERデータの購入

ASTERデータはCD-ROMで購入する｡Web上で簡単に入手できることが利点で

ある｡データは市町村名や地図から検索できる｡

図2.7に､本研究で実際に購入したデータの検索画面を示す｡

②ASTERDataOpenerでのファイルの変換

まず､ASTERプロダクツの CD-ROMをセットし､AsterDataOpener.exeを実行

する｡ASTERデータ指定画面 (国2.8)が表示されるので､ 『REF』ボタンをクリ

ックする｡

次に､ASTERデータファイルが格納されているフォルダ (図2.9)を指定し､表示

されたファイルの種類が､pr☆.dat(HDFファイル)になっていることを確認して､入
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力したいファイルを指定して､ 『開く』ボタンをクリックする｡

『開く』ボタンをクリックした後､ファイル概要が表示される｡次に､ 『Details>>

ボタン』をクリックすると､詳細内容 (図2.10)を見ることができる｡

■▲①Jt荒く妙計虹入り仏)ツールくpヘルプく沙

塵 可急 塩 魚 急 お題 メール 印月
勧htlp･〟lna{e}由aderJer血qJ'/ ~~1 享

ASTE昭 電 =-i ASTER曹徽L̂iT,-惣 語 ら楓 地臥 ､ら矧 酌 柵 ､ら桝 』
検索監Jtから皐照したいi魚を久J･J九て下さい｡ ご千日l､ごま九等はこちらまで Copyrdlt《))2000-2003EFSDACA‖RモhtsResJerVed

I データE有の ql込について

必ず､ASTERデータ及び取得方法をご宅ie

下さい｡検索i:勅 ＼ら配布希望のデータを

選択し(チェ･)クマークを付けます)､配布申

込ボタンをクLJ･}九 て下さい｡

l｢簡 ｢l

1 8兼暮蓋t

クラニューJL,[DlASll_1BOa【椅030126460306220585]
中J亡娼章経度 [h88524846oE1415024490] 雲量[0%] 投影法 [国際メルカトル図法 ] 内挿法

【三次畳み込み内挿法】

LLEW 眉E E ヨ:冨コ辺適 l『 ■■ ■■■■ll■ ■ll■■ ■■■■■

図2.7 ASTERデータ購入画面

鞄細 等,似 せ乳朋

図2.8 ASTERデータ指定画面
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図2.9 ASTERデータファイル格納フォルダの指定

NarrN}:ASTLIB 01465901D4 D 1 . 1 0 2 甲.rLJbtD:ASTLIB00仰21
○Vせ.

AcQJisithlbte:却00仰21D:[107.94.4] ≡
Pr . 01114.
hd加 仰 :2

ー由

図2.10 ASTERデータファイルの詳細内容

データ内容を確認したら､ 『次-』ボタンをクリックする｡

次に､出力ファイルの設定を行 う｡出力ファイル名指定の画面 (国2.ll)が表示さ

れたら､ 『REF』ボタンをクリックする｡すると､保存場所を指定する画面が表示さ

れるので､保存場所と保存ファイル名を指定して､ 『保存』ボタンをクリックする｡

そうすると､出力ファイル名指定画面に戻る｡出力ファイル名が表示されているので､

ファイル名を確認する｡このとき､拡張子は自動で付加される｡

次に､センサーの選択を行 う｡センサー(VNIR,SWIR,TIE)毎のバンド指定画面(国

2.12)が表示されたら､変換したいセンサーのチェックBOXをチェックし､｢Save

asseparateBSQfileforeachtelescope (センサーごとにBSQファイルにする)｣

をチェックする｡(BSQ変換では､デフォル トは3バンドで､指定は3バンド以下と

決まっている｡)
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国2.11 出力ファイル名指定の画面

図2.12 バンド指定画面

ここでは､1番目に指定したバンドが赤､2番目に指定したバンドが緑､3番目に

指定したバンドが青に割 り当てられる｡PhotoshopでASTERデータを始めて開いた

ときは､これらの割 り当てに基づいたカラー合成画像が表示される｡

チェック内容を確認したら､ 『次-』ボタンをクリックする｡すると､BSQ変換が実

行される｡続いて､BSQファイルの確認 (図2.13)を行 う｡ファイル内容が表示さ

れたら､必ず各センサーのバンド毎のイメージサイズ (例 :VNIRBAND 3N は､

4980,4200)を記録しておく｡これは､Photoshop表示させる際に用いるからである｡

最後に､『完了』ボタンをクリックし､その後『キャンセル』ボタンを押してAsterData

open終了する｡以上でHDFIEOS形式のASTERデータファイルが､BSQ形式に変

換され､BSQ形式のファイルを Photoshopで開き､画像編集を行 うことができるよ

うになる｡
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図2.13 BSQファイルの確認

③Photoshopでのカラー合成

まず始めに､Photoshopを起動してファイルメニューから ｢指定形式で開く｣を選

択し､ファイル選択画面 (圃2.14)で､ ｢指定形式で開く｣欄より､ 『汎用フォー

マット (☆.RAW)』を選択する｡ASTERデータには､図2.14のように 3つのデー

タがある｡

図2.14 ファイル選択画面

編集したい BSQ変換後のデータファイル(本研究では､拡張子が.VNRのデータのみ

を使用)を選択して､ 『開く』ボタンをクリックする｡

次に､汎用フォーマットオプション指定画面 (図2.15)が表示されるので､パラ

メータを指定する｡ここでの注意事項を表2.5に示す｡パラメータ指定を確認したら､

『OK』ボタンをクリックする｡
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図2.15 汎用フォーマットオプション指定画面

表2.5 パラメータ指定の注意事項

寸法 幅(W):

寸法 高さ(H):

チャンネル 数(C):

インターリーブ(I):

-ツダ サイズ(Z):

1ラインのピクセル数を指定しますo

sterDataOpenerで BSQ変換結果ファイルサイズ表示の

ライン数を指定しますo

sterDataOpenerで BSQ変換結果のファイルサイズ表示の

SQ変換時に指定したバンドの数ですo(RGB使用は､3バンド

SQ形式ですので､チェックをはずします｡

STERデータは､VNIR､SWIRは､8bit､TIRは16bitを指

します｡

16bit指定では､さらにサイズ順で､MacかIBM PCかを指

します｡(本例では､IBMPC上のBSQ変換ファイルを読み込み

ますので､IBM PCを指定します｡)

0を指定します｡
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以上の操作を行 うと､図2.16のようにイメージが表示される｡表示されたイメー

ジの明るさを調整したいときは ｢イメージー>色調補正->自動レベル補正｣を実行

する｡図2.17に自動レベル補正実行後のイメージを示す｡

卓竺dlL皇巴h.?_旦旦上1阿 ==rT上空と.聖上二と≡リ

図2.16 Photoshopで表示されたイメージ

図2.17 自動レベル補正実行後のイメージ
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続いて､各 Bandに赤､緑､青を割り当てることでカラー合成画像を作成する｡チャ

ンネルパレットが表示されていない場合には､メニューの ｢ウインドウ>チャンネル

を表示｣ を実行 して､ 『チャンネルパレット』 (図2.18)を表示させる｡さらに､

チャンネルパレットの左上にある三角の矢印をクリックしてメニューを表示させ､『チ

ャンネルの分割』を選択する｡イメージが表示されているウインドウが3枚になる｡

図2.18 チャンネルパレット

このとき､3つのウインドウのタイ トルに表示された､

(ファイル名の先頭 6文字)｣も.(拡張子)

(ファイル名の先頭 6文字)_G.(拡張子)

(ファイル名の先頭 6文字)メ.(拡張子)

の名前は､BSQ変換時の出力バンドに指定したセンサーの 1番目､2番目､3番目の

各バンドにそれぞれ対応している｡

図2.19にチャンネル分割後のイメージを示す｡

図2.19 チャンネル分割後のイメージ
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次に､チャンネルの統合を行 う｡分割と同様に､チャンネルパレットの左上にある

三角の矢印をクリックしてメニューを表示させ､ 『チャンネルの統合』を選択する｡

｢チャンネルを統合｣を選択する (図2.20)｡すると､ ｢チャンネルを統合ダイア

ログ｣(図2.21)が表示されるので､RGBカラー指定とチャンネル数 3として､『OK』

ボタンをクリックする｡さらに､チャンネル指定の画面 (図2.22)が表示されるの

で､R,B,G-の割 り当てを変更することで様々なカラー合成画像を作成できる｡

図2.20 チャンネルの統合

図2.21 チャンネルを統合ダイアログ

図2.22 チャンネル指定の画面
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2.7 フォールスカラー画像とナチュラルカラー画像

カラー合成方法によって､フォールスカラー(FalseColoT)画像とナチュラルカラー

(NaturalColor)画像を作成した｡それぞれの画像の特徴は次の通りである｡

表2.6にBandの割り当てを示す｡

■フォールスカラー画像

森林が赤色､農作物のある田畑､野草地､芝のあるゴルフ場等が桃色 (黄褐色)､

市街地､湿地､収穫後の水田や湿地帯は青っぽく､水域は青色､裸地は白っぽく､雲

や雪は真っ白に表現される｡航空写真の赤外カラー写真と同じイメージであり､植生

や地形の判読等によく用いられる｡

}ナチュラルカラー画像

森林が緑色､農作物のある畑､野草地､芝のあるゴルフ場等が黄褐色､市街地､湿

地､収穫後の水田や湿地帯は青っぽく､水域は青紫色､裸地は白っぽく､雲や雪は真

っ白に表現される｡フォールスカラー画像よりも肉眼で見る色に近いイメージである

ために出力される場合が多いが､判読のしやすさではフォールスカラー画像に劣る｡

表2.6 Bandの割り当て

波長帯 指定するRGB カラー合成画像

Band1 主日 フォールスカラー画像Band2 緑

Band3 赤

Band1 主l司 ナチュラルカラー画像Band2 赤

Band3 &

図2.23に本研究の対象地付近のフォールスカラー画像､図2.24にナチュラルカラ

ー画像を示す｡
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図2.23 対象地周辺のフォールスカラー画像

図2.24 対象地周辺のナチュラルカラー画像
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